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　　Digested　sludge 　prDduced 　f士om 　wastewater 　treatment 　plants　in　Osaka 　was 　subjected 　to

aerob 五c　solid　s亡ate 　cult まvat 孟on 　to　obtain 　fヒrt丑izer　or 量mprover 　offarm 〜oiL 　Spec三α弖 of 　Fusan
’
um

and 　S〃 eptemlces 　were 　selected 　as 　the　inoculum 　f｛）r　alkaline （pH 　12）and 　acidic 　sludge （pH 　42
，

treated 　wi 山 Fea＋ and 　H202 ）．　 Bo 出 dig醐 sludg 爲 i  曲 ately 血 er　prω uc 酉。 n 　were

almost 　free　from　aerobic 　microorganisms ．　 The　seed 　culture 　obtaincd 　using 　the　samc 　sludgc

was 　mixed 　with 　equal 　or 　ten　tlmes 　weight 　of 　dig  ted 　sludge ．　 Wood 　chips 　or 　sawdust 　was

added 　to　the 　sludge 血 5to 　10％ by　weight 　to　enhance 　 thc 　 aerobic 　 state ．　 The 皿 iXture　 was

pilcd　up 　in　a　mound ・n　an 　air 　pipe　with 　many 　holes．　 T血e 贓 w 聞 d ・ne ・ n 　a　sca 且e　of 　2　t・ 3
tons　and 　 the　average 　atmospheric 　temperature 　at 　 noon 　during　the　test　was 　8〜14°（】．　 The

piled　sludge 　generated　heat　in　4　to　9　days，　and 　the　 temperature 　rosc 　to　55〜60°（】，　Then
，

compressed 　air　was 　bまown 　to　dry　the　mixture ．

　　The 　dried　sludge 　appeared 　to　be　so 迎 r三ch 　in　humic 　mater 三als
，
　but　showOd 皿 ロ ch 　less

coUoida1 三ty 由 an 　the 　original 　digested　sludge ，　 It　was 　easy 　to　handlc　and 　tran8port ．　 How −
ev （鴇 the　ratio 　or 　C／N 　was 　changed 　by　the　culture ，　being　somewhat 　decreased　in　the 　acidic

sludge 　and 　considerably 　incr¢ ased 　in　the 　 alkaline 　sludge ．　In　血 e 　dried　 sludge
，
　 various

mi α oorga 曲 ms 　other 　than 　tbe 　inoculum 　were 　observed ．

　下水処理場で 産 出す る汚泥 は有毒 重金属 な どを 含有

しな い 限 り，肥 効的 に極 め て 勝れ て い る こ とは 多 くの

研究 で 明 らかに され て い る．1 −s） しか し汚泥は 乾燥困

難 で ，また乾燥物とした場合 も水が加わ る と膠質状を

呈 し，取 り扱い 上 難点 が あ る．

　しか し汚泥 に 好気性菌 ， 特に 糸状菌を生 育せ しめ る

と熱発生の た め水分は減少 し． また物性的 icよ り乾燥

しや す くな り，ま た乾燥物は腐蝕質的団粒 とな っ て 上

述 の 加水時膠質性はな くな り、水 に投入 して も均質分

散を起 こ さな い．しか も肥効な い し土 質改善効果 は ほ

とん ど変 わ らな い とい われる．

　汚泥を微生物 の 発生す る熱 ICよ っ て 乾燥す る，ある

い は乾燥を容易 に するた め の 研究例
4） は比較的少な い．

本研究 は，汚泥 に 通気改良剤 と して 鋸屑 あ る い は公 園

樹木勢定枝細片を添加 して ，微生物を増殖 させ ，発 生

する呼吸 熱を 利用 して 汚泥の 水分をどの 位減少させ る

こ とが で きるかを，ま た こ の よ うIC発 酵 させ た 汚 泥乾

燥物 の 物性 は ど うか に つ い て 現場的 ス ケ ール で 実験し

た もの で ある．こ の研究 につ い て報告す る・

実 　験 　方　法

　霙験装置　　実験は前面空建物内で行 っ た．間口 は

3・05 皿 と 3・20m の 2 種 で ，奥行 は 5Am ，屋 根 は ス レ

ートで 高 さ 3．Om ，床は コ ン ク リートと した．建物 の

南面が開い て い る．

　床面 の 中央部は U 型溝と し，そ れ に 塩化 ビ ニ
ー

ル

製送風管 （直径 ，20　em ；　U 型溝 に埋没 した長さ 4・5m ；

円管上 方 に 3 列に 穴を設けた・）を 取 り付けた．最大送

風量 は 25mSlmin ，各送 風 管 は そ れ ぞ れ 2．5　mS ／min の

細管で 送風量を調節した．コ ン ク リ
ー

ト床面へ の 最大

汚泥堆積量は高さを 1〜2m と した場合約 10t まで 可

能で あっ た．
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Fig。1．　Across　section 　of 　sludge 　mound 　p孟1ed　on

　　wood 姪ame 　and 　a三r　blow　pipe．

　 供 試汚 泥 　　汚泥 材料 と して 平野下 水処理場産 （塩

化鉄 ， 消石灰法 ， アル カ リ性 pH 　12）と中浜下水処理

場産 （塩化鉄 ， 過酸化水素処理法，弱酸性 pH 　4．2−v

4・4）の 脱水汚泥を用 い た．脱水汚泥中の 炭素対窒素の

比 率 は 7 ：1・v10 ：1 の 間 で 微生 物 の 生 育に は，汚泥標品

に よ っ て は窒素過剰で あっ た．また pH ， 水分含量（75
〜80％）な ど も好気性糸状菌の 速や か な 生育 ICは や や

不適当で あ っ た．そ こ で ，あ る程度外部 よ り炭素源を

添加し， か つ 水分％を低下 せ しめ る 必要が 考えられた．

　種 菌　 40t 容 ポ リ製 バ ヶ ツ の 底 に 多数 の 穴 を あけ，

さ らに 約 10cm の 高 さ に い わ ゆ る あげ底 に な る よ うに

内底をはめ 込ん だ．空気置換用 に 内径 2cm の ゴ ム ホ

ー
ス 2 本を上方か ら内底 に 通して 設置した．

　脱水汚泥 （平野）32kg ，鋸ms　2　kg，麩 2kg ，米糠 900

g と種菌 （平野下水処理場産 ア ル カ リ汚泥 の 場合 は
一

種 の 不完 全 菌を選び こ れ を鋸屑 を 用 い て 麹式 に 培養 し

た もの ） 3．4kg を良 く混合 した の ち水 lt を 撒水 し，

上 述容器中に 盛 り込み 10°C に 放置 した．仕込み後 5

日 目に 深 さ 20cm の 点で 温度 50°C 以 上 に 達 した の で

切 り返 しを行 っ た．通常 8 日間培養を行 っ た．こ の よ

うに して 種汚泥を 1t 用意 し， 本実験 に供 した．中浜

下水処理場か らの 弱 酸性脱水汚泥 に は 放線菌を用 い て

同様方法 で 調製 した 種汚泥 を 用 い た．

　汚泥へ の 添加物 と 菌接種 汚 泥 の 堆積法　　主として

広葉街路樹の 剪定 で 得 られ た小枝を まず 50c皿 に 切 り，

次 い で，U 一
ラ
ーで 割 砕 した もの を チ ッ プ と して 汚泥

に 添加 した．米松を主体 と した鋸屑 も用 い た．

　堆積方法 は 上記実験場 の 床面 の 通気管 を 申心 線 と し

て ，そ れ に 添 っ て か ま ぼ こ状 に 堆積 した．また ， 通気

効果 を 良 くす る た め 送風管 の 上 に枕木 で 木枠を 作 りか

ぶ せ た，木枠 の 大きさは 幅 1．05m ， 高 さ 25　cm ， 奥行

4．5m で あ っ た （Fig，1）．

　温度 の 測 定　　堆積 した 汚泥の 中央断面部分 に Fig・

2 に示すよ う に，温 度測定用抵抗棒 （a か ら e まで ）を

挿入 し，経時的 に 品温の 変化を記録 した．fは 気温測
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Fig．　2．　 Thermometer　sensors 　inserted　in　sludge

　　 mound 　for　temperature 　measurement ．

定記録用とした （Fig，2）．

　分析　　水分 （Kett 赤外線分析計 F−2BII 型式 に よ

り 200g の 試料 に つ い て 行 っ た．），
　 pH ， 含有機物量お

よ び CIN 比を測定した．水分減少率 は式 （1）に 従 っ

て算出 した．

　　　水分減少率 ：

　　　　
逝 逖

糠 雑馨黌
分含量）

（・）

　発酵汚泥 中の 微生 物菌数の 計測　　堆積汚泥の 温度

測定点部分を 採取 し ， 常法 に 従 い 希釈法 に て 寒天平板

培養し，接種 2 日 目 に 生 育 の 認 め られ た微生物群 を接

眼顕微鏡 に よ るか 、 ま た は塗沫標本 と した の ち検鏡 し，

微生物菌数を計測 した．糸状菌 は Czapek 寒天培地 ，

細菌は ブイ ヨ ン 培地 放線菌は Emerson の 培地 ， 酵

母 は麦芽汁寒天培地 上 に 生育 した もの を 検鏡計測 した．

実　験　結　果

　汚泥 の 通風式固体培養　　実験は平野脱水汚泥 に つ

い て 5 回，中浜脱水汚泥に つ い て 3 回行 っ た．実施期

聞 は 昭和52年12月末 か ら昭和53年 4月初旬，すなわち

厳冬期か ら早春 に わ た っ て 行 っ た．汚泥の 牲状，取 り

扱 い 総 重 量 ， チ ッ プ の 混合割合や発酵乾燥後 の 分析の

結果は Table　1 の 通りで あ る．

　発酵中の 品温お よ び水分含量 の 変化 は次 の 通 りで あ

っ た．

　1）　平野脱水汚泥の 場合　　脱水汚泥 1・Ot，種汚泥

1．Ot と チ ッ プ O．1　t を 混合し， 高 さ 60cm ， 幅 L8m ，

奥行 5・Om の か まぼ こ 状 に堆積 し， 上面 は扁平とした．

温度測定点は 堆積高 の 関係 上 a 点は外気 に曝 され る こ

と と な っ た．2 日 目以降 c 点の 品温上 昇 は は げ し く，

N 工工
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Table　1．　 AnalysiS　of 　sludgc 　before　and 　after 　fermentation　and 　air −blowing．

灑  識 二』
T
盟 鰹 ・H 顰 躑擁

N 　 CiN 　　 Wt 　of 　sludge

％　　　　ratie 　　　　ratio 　of 　mixing

Hirano beforeafter

bC

11．2　 　 75

5．1　 　 67
4．8　　 36

12．5 　 　　 5．1 　 0．67 　 　7．6

14，3　　　　5．6　　0，44　　12．7

30．9 　　 11．9　 0．94　 12，7

Sludge：seed 　sludge ：

謂膿 臨 蕊，

Nakahama 　 before

　 　 　 　 　 　 after bC

4．2　 　 75

4．6　　 67

4．2　 　 29

13．519
．541

．4

6．0　　0．58　　10，3
　　　　　　　　　 Sludge：seed 　sludge ：

、1：ll：121：1聯 離 1濕
Hirano十
Shaft　blast
watersludge

　 　 a 血er abc

12．46

。57

．07
．25

．1

50737745n

δ

−

13．01

．09
．69

．95

．6

5．1　　0．17　　 7．2
　　　　　　 ＿　　Sludge ： shaft 　bLast
　　　　　　　　　 water 　sludge ； seed

2．5　 0．25　 10．0　51udge ： sawdust

・．6 侃 7 ・5．31 謡
：

鏃 墨
’）・

0．4 　 0．03 　 13．3

4 日 目に は 67°C に 達した． こ の 間の 毎日正 午 の 外気

温 の 平均 は 8°C で あ っ た．6 日 目に 25　rnS ／min の 送

風 を 開始 し，
72時間行 っ た．品温上昇経過 は Fig・3

で 終了時の 水分含量 は b点 で 67．3％，c 点 で 35．7％ で ，

水分減少率 は そ れ ぞ れ 10．3％，52．3％ で あ っ た．

　2）　中浜脱水汚泥の場合　　中浜脱水汚泥 1・Ot；種

汚泥 1・Ot，チ ッ プ 0・17tを混合し，前回の 実験 と同 じ

要領で 堆積 した．品 温 は 3 日 目以 降 に上昇 し，9 日 目

に は c 点で 58℃ ．e 点 で 52°C に達 した （こ の 間 の 毎

日正午の 外気温 は平均 9°C で あ っ た）．9El目か ら25

mSlmin の 送 風 開 始 48時間行 っ た．終了時の 水分含量

は b
，
c 点で それ ぞ れ 67．3％，28．　9％で 水分減少率はそ

れ ぞ れ 10．3％，61．5％で あ っ た．品温上昇経過 を Fig・

4 に 示 した・

　3）　平野脱水汚泥 と高炉水滓混合の 場合　　平野脱

水汚泥 は脱水直後 （水分含量78％）は粘着性 が つ よ く

取 り扱 い が困 難 な た め、製鉄所 の 高炉水滓 （石英質 の

砂状結晶）を混合して積み あげた．平野脱水汚泥 1．Ot

に 対 し 高炉水滓 2・Ot ラ ワ ン 材鋸屑 の 微粉末 0・15t を

混合 し，そ れ IC水道水 1401を散水（高炉水滓はわ ずか

に 吸湿性あり） したの ち， 種汚泥 20kg を混合 して 実

験を 開始 した．

　 種汚泥量 は上述 2例の 1／5 量 と した た め，増殖 はか

なり遅れた．しか し品温は 9 日目に a 点 で 37 °C
，
b 点

で 55DC，　 c 点 で 53 °G，　 d 点で 55 °C ，　 e 点 で 49．5°G に

達 した （こ の 間の 毎 日正午 の 外気温 は平均 14・5℃ で

あ っ た）．品温の 分布 は 前後 7 回行 っ た実験 の 中で 最

も良好 と考え られた．送風は 9 日 目か ら25m ’lminで

開始 し48時間行 っ た．

　水分含量 は送風終了時 a 点で 57．　1％，b 点で 33．2％，

c 点 で 17．　3％で ，水分減少率は初発水分含量平均 51．5

70

60
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409

よ30E

　 20

10

　　　　　　　　2　　　4　　　6　　　．8

　　　　　　　　　　　Days
Fig．3．　Change　in　t  perature　during　aerobic

　　fer皿 entation 　of 　Hirano （alkaline ）sludge ．
　　（Thc 　miXtUre 　of 　equal 　weights 　of 　sludge 　and

　　seed 　sludge ，　and α 1　tons　of 　wood 　chips （2。1
　　tons　in　total）was 　fermented．）
　　Temperature　meas 皿 ed 　at ：

一
〇 r 　a ；

一・つ一・一
，

　　b ；
…O …

，
c ；

一一〇一
，
　d ；

一．一
●
一一一

，
　e ； …●…，at −

　　mosphcr 五c・tcmperature ．
　　 ↓，

air 　was 　blown 　to　dry　the　mixture ．
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Fig．4．　 Change 血 temperan ・re 　d田 ing　aer ・bic
　　feロ nentati ・n ・f　Nakahama （acidic ）s匹udge ・

　　（The 　m 訣 加 rc 　of 　eq 副 weigh 個 。fsludge　and

　　sced 　sludgc ，　and 　O，17　tons 　of 　wood 　chips （2．17

　　tons　in　total｝was ・fermented，）
　　Thc　8ymbols 　are 　the　same 　as 　in　Fig，3．

％ に対 し，a 点で は 10。9％の 増加 した が ，　 b 点 で 35．5

％，c 点で は66．4％の減少率で あ っ た （F菫g・5）．

　4） 菌 の 培養 ・乾燥 の 前後 に 於ける 汚泥の pH ，有

機物量，GiN 比　　各汚泥 の 水分含量，　pH ，有機物量，

CIN 比等 をまとめ て Table　1 に 示 す．平野脱水汚泥

で は発酵開始前の pH は 11．2，
　CIN 比は7．6， 発酵乾

燥後 で は pH 　4．8〜5．1，　 GIN 比 は12．7とな り，相対的

に N 量は減少 した．事実好気発酵中，強烈な ア ン モ ニ

ア 臭を 発生 した．

　一
方中浜脱水汚泥 で は，pH は発酵開始前後 に 於 い

て大差な い が，CtN 比 は10．3か ら8．1とな っ て 減少，

す な わ ち相対的 に C 量が減少 した．

　発酵中 に 於ける汚泥水分の 減少

　1）　最高晶温到達時点 の 水分含量　　外気温平均 2

〜8℃ で，本実験規模そ の 他条件の 場合， 種汚泥を混

合し，堆積後最高品温 に達す るの に 早 い 場合は 4 日 遅

い 場合は 9 日 （但 し接種量が 少 な か っ た。）か か っ た．

6σ
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d30
岳
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　　　　　　　　　　　 Doys
Fig．5．　 Change 　in　temperature 　during　aerobic

　　fermentation　 of 　Hirano （alkaline ） and 　shaft

　　blast　water 　s！udge ．

　　（The 　mixture 　of 　H 重rano 　sludge
，　shaft 　blast

　　watcr 　5置udge 　and 　sawdust （1 ：2 ：0，1），　totaI
　　3．1tons ，

　was 　fcrmented，）
　　The 　symbols 　are 　the　same 　as 　in　F玉g．3．

そ の 際の 水分含量 は発酵前の それ に 比べ て 最大10％，

最小 O．5％ の 減少 に しか す ぎなか っ た．した が っ て 発

酵中の 水分減 少は わずか で ，乾燥はや は り品 温上 昇後

の 送風 に よ らざるを得ない と考えられる．もちろん通

風に よ る水分除去効率は高温 ほ ど大で，従 っ て 晶 温 は

可及的 に 高 くか つ 速 や か に上昇せ しめ る の が 策 と考え

られた （Table 　2），

　2）　送風 に よ る蒸発乾燥の 経過　　本実験条件で は ，

下層 ほ ど乾燥 は良好で あ っ た が ，上 層 の 乾燥 はさ ほ ど

で な か っ た．こ れ は堆積物 の 空気通過経路 IC問題 が あ

っ た ためと考え られる． C 点 の 水分減少率 と送風時間

の 関係 を 表 に ま と めて Table 　3 に 示 す．

　3） 乾燥物 の 外観 そ の 他　　乾燥物 はい ず れ の 場合

も外観は大小種 々 の 塊りを形成 し， そ れ らは容易 に圧

潰す る が灰状 とは な らず，水に 投入 して も汚泥の み の

Table　2，　 M ・ iSture　content 　of 　sludge 　just　before　air・blowing　for　drying・

Sludge

orsture 　content

fe『mentation

b ¢ fore
　％

　　　　Tcmperature

奪 識 欝 ・

Incubation　TemperatUre
　 days　　　　check 　site

Hirano 74．8

Nakaharna　　75．3

67．768

．2

67．058

．0

69 cC
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Table　3．　 MoiSture　content 　of 　sludge 　fermented　and 　driαd　by　a 三r．blowing．

・・ゼ 飜 罪 驪
e0

鱈 ture 　 content

air・blowing

bef（）re
％

after

％

・k ・c・a ・ei ・ d蠶欝 鷲
molsture 　　　　　　　　．

　 　 　 　 　 　 　 mOlstUre
　 content

　　％　　
c°

穿
nt

Hirano bC

Nakahama 　　 　 b
　 　 　 　 　 　 　 　 C

25

25

67．759
．7276863

3775ρ
0339

ワ゚

8

ハ
009

0．424

．0q

り

804母

　

3

0．640

．61

．354

．6

Table　4．　 lvficroorganisms　in　sludge 　aerobically 　fbrmented　and 　dried　by　air −blowing．

Sl・d・・

T
課體 器

e
Numbcr 　of 　microerganiS 皿 s　in　l　g　sludge

Bacteriai） Fungi2，　 Streptomycess）　 Yeasts4，

Hirano

Nakahama

abCabC 1．2× 106
1．2x107

8．4× 10G
1，2× 106

4．1× ユoa
1．9 × IOG

4．7xlos
1．Oxlos

9．O× 104
1．2× 10s

1．6× 10s
3．Ox104

4．b× 10s

1．Ox105
2．0× 103

8．0× 104

2．0× 104

1．0 × 104

1，0x104

M 曲 aemployed 飯 the 鳳 ：
1）Bou 田on ；

2｝Czapek ；
s）　Emer 　；on ；

‘冫Mait 　agar ．

乾燥物を投入 した 場合と異な り，コ ロ イ ド状濁 りを生

じな か っ た．

　発 酵 汚泥 中の 徴生 物と 菌数　　発酵乾燥前後 の 平野

および中浜脱水汚泥 1g 当た りの生棲微生物菌数を検

査計測した と こ ろ，発酵前の 両汚泥 に はほ とん ど微生

物 の 生棲は認あ られ な か っ た．一方発酵乾燥後ブ イ ヨ

ン 培地で 検討 した 細菌数 お よ び Emerson 培 地 を用 い

て の 放線菌数 は平野脱水汚泥 の方 が中浜脱水汚泥に比

べ 約10倍多 く，一方，Czapek培地で 検討 した糸状菌

は中浜脱水汚泥 の 方が 約10倍多か っ た．酵母 は両汚泥

ほ ぼ 同数検出 された （Table 　4），

考 察

　昭 和 51年度 日 本各地 の 下水処理 場廃棄汚泥 は 約 300

万 t に も達 した と報告 された．大阪市で は下水道 の普

及率 は 約93％ に お よ び，昭 和 52年度現 在 で大阪市 の 1

日当た り廃棄汚泥量 は 600t
， す な わ ち年間20万 t に も

達 し，そ の 大半 は 埋め立 て 用 に 運 搬投棄 され て い る が ，

一
部 は 重油を 用 い て 焼却処分さえ され て い る．

　本実験で 使用 した 脱水汚泥は 平 野 下 水処 理 場の ア ル

カ リ性 （pH 　12・4）の もの と， 中浜下水処理場 の 弱酸性

（pH 　4．2）の もの との 2種類 で ，前者汚泥 の 水分含量は

72〜79％，後者汚泥 は約75彩 で あっ た、い ず れ も脱水

直後 はい わ ゆ る
“

さ くい
”

が ，一夜堆積す る と 流動性

を帯び，はなは だ取り扱い 困難 とな る．しか も有機物

は 乾物中なお 50％ も残存 して お り，そ れを埋 め 立て に

用い た として もい ずれメ タ ン 発酵を起 こ す こ と必定で

ある・一
方 こ の 脱水汚泥を好気的 に 発酵 させ ，品温が

50℃ 以上 に達 した時点で送風すれ ば ， 粘着物は変化

して 通 気 性 も高 ま り，しか も発 生 した 熱 の た め 通 風 に

よ る水分除去が容易 とな る こ と が 明 らか に な っ た．も

ちろん 好気発酵，通気条件 につ い て は なお多 くの 検討

す べ き点が あ る が，送 風乾燥 の コ ス トは 僅少 で あ り，

従 っ て 汚泥 を一
種 の 総合肥料 に 転換す る こ とは経済的

に も充分成立す る と考え られ る．

　 な お本研究 で ， 下水処理場 で 産せ られ る廃棄汚泥 は

少な くと も，本 報 の 方法 で 試 験す る限 りほ とん ど無菌

で あ る こ と は注 目に 値す る．また 当然 の こ と なが ら，

ア ル カ リ汚泥の 好気発酵 は N の 著 しい 減少 （ア ン モ ニ

ャ 発生 に よ る）を来たすの に 酸性汚泥で はむ しろ C の

減少がはげ しく， 発酵乾燥汚泥を肥料 な い し土質改善

剤とす る場合，一考を要す る とこ ろで あ る．

要 約

　下水場の廃棄汚泥を肥 料あ る い は土質改善剤などに

活用す る ため，好気的 に 微生物を育せ しめ たの ち，通

N 工工
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風乾燥する こ とを試みた。

　実験 に は大阪市平野 お よ び 中浜下水処理場の 廃棄汚

泥 （前者 は pH ユ2
， 後者 は pH 　4．2 位，水分含量 は72

〜78％）を用 い た，

　1． 汚泥 に チ ッ プ （広葉街路樹剪定小枝 の 割砕物）を

混合し，これ に あらか じめ好気性糸状菌を生育せ しめ

た汚泥を種菌と して約当量混合 し， かまぽ こ 状 に 堆積

す る と，外気温 が 10
°G 以 下 で も 4 〜 9 日で 最高品温

60℃ 位 に達 した． こ れ に下方 よ り通 気す る と，汚泥

の 水分含量 は 当初 の 72〜78％か ら50％ に減少せ しめ る

こ とが で きた．

　2・ 樹木劈定チ ッ プ （ある い は鋸屑） の 混合は水分

の 調節，混合物 の 取 り扱い を容易に するの み な らず，

微生物 の 生育を促進す る と考 え られ た．

　3． 両汚泥 とも脱水直後は好気性微生物は ， ほ とん

ど皆無で あ っ た．種汚泥として は ア ル カ リ性汚泥の 場

合 は 不完全菌，また 弱酸性汚泥 の 場合 は放線菌 の
一種

を選び種菌とした が ， 発酵終了後の 菌数検査の 結果 ，

ア ル カ リ性汚泥で は細菌お よ び放線菌が多数生棲 して

お り，また 弱酸性汚泥で は か び 類が や や 多 数生 棲 して

い た．

　4．　 当然 の こ となが ら，ア ル カ リ汚 泥 の 好気発酵で

は N の 減少著 しくt
一

方酸性汚泥は G の 減少が 相尅

的 に 大 で あ っ た．

　5． 乾燥物 は極めて 取 り扱 い やす く， かつ 汚泥 の み

の 乾燥物とは異な り腐蝕質 に 富む畑地表土の 外観 物

性を 示 した．
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